
副作用とその対策の説明

よくわかった
６３％

だいたい
わかった

３４％

わからないところが
多かった ３％

薬剤師のインフォームドコンセント取得支援に対する患者意識調査

0 1 2 3 4 5
不安なし すごく不安

よくわかった
６０％

だいたい
わかった

３４％

わからないところが
多かった ６％

スケジュールの説明

不安度減尐
６３％

変化なし
３４％

不安度増加
３％

4 3

2

1

薬剤師の説明による不安度解消
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呼吸器科
38/336件

消化器外科
45/272件

血液科
11/333件

消化器内科
8/126件

内分泌外科
3/74件

産科・婦人科
3/109件

10%

35%
42%

7%

3% 3%

②副作用回避・治療継続のための薬剤師による処方設計

薬剤師の処方提案を医師が承認した件数

／薬剤管理指導件数

116件／1321件

がん化学療法では
副作用回避が
治療継続に直結

【処方提案の具体例】
薬剤師が、個々の患者の副作用(遷延
性嘔吐、心因性嘔吐など）発生の状況
を面談・評価し、軽減薬の追加、投与量
の増減について医師に提案。
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薬剤師の処方提案の内訳

N=116

リスクマネージメントへの貢献
n＝18（16％）

処方提案
n＝98（84％）

副作用への対応
n=56

その他
n=20

前投薬
n=16

相互作用
の回避

n=3

休薬期間
への提案
n=3

体重
身長
投与日、等

投与量
アルコール
アレルギー歴
腎機能
溶解液、等

副作用の軽減 ＋ 治療継続性の向上 27


	03資料２_Part25
	03資料２_Part26
	03資料２_Part27

